2019年5月7日
関東学院大学 科学研究費助成事業応募促進のための
再応募支援経費申請要領
本制度は、科学研究費助成事業（以下、科研費）への応募促進策の一環として、本学の研究者が、科研費に応募し、不採択となった場合に、次年度の応募の完成度を高めるための経費（以下「再応募支援経費」という。）を助成するものです。
1. 助成対象者
関東学院大学に所属する専任教員、及び研究者番号を取得している助手
2. 申請資格
前年度の科研費に応募し、不採択となった研究代表者で、次のア、イ、ウの要件を満たし、引き続き今年度の科研費に応募を予定している者。
＜要件＞

1 文部科学省又は独立行政法人日本学術振興会から開示される科学研究費助成事業の審査結果における順位が「Ａ」または「Ｂ」であること。また順位がつかないものについては、以下の場合に応募を受け付ける。

1. 「Ａ」相当とする場合：書面審査における評定要素ごとの評価結果で開示されている①～④の評定要素ごとの絶対評価を平均した点数が、「Ａ」評価である他の応募者の当該点数の最低点より高い場合

2. 「Ｂ」相当とする場合：書面審査における評定要素ごとの評価結果で開示されている①～④の評定要素ごとの絶対評価を平均した点数が、「Ａ」評価である他の応募者の当該点数の最低点より低く、「Ｂ」評価である他の応募者の当該点数の最低点より高い場合

3. 「Ａ」評価である応募者がいない場合、「Ｂ」評価である応募者がいない場合、または「Ａ」「Ｂ」共にいない場合は、研究推進委員会で適宜判断を行う
2 今年度の応募課題が、前年度応募課題と同一、若しくは関連する研究課題であること。
3 今年度の外部研究資金応募に係る他の学内プロジェクト、支援制度に採択されていないこと。

3. 対象経費
物品費（消耗品・用品）、旅費、通信運搬費、及び本学学生等への謝金
※再応募支援経費の執行については、本学の科学研究費助成事業の取扱規程に従う。規定に反した場合、または2020年度科研費に応募しなかった場合には再応募支援経費の全額を返還するものとする。
4. 助成額
助成額は予算総額を助成件数で案分した額以下とし、審査結果における順位が「Ｂ」の場合には、「Ａ」の場合の助成額の50%とする。なお、助成対象者の2019年度科研費「研究計画調書」に記載された初年度の「研究経費」の3分の1、もしくは30万円のいずれか低い額を上限とする。
5. 選考方法
助成予定件数は、毎年の予算額と申請者数に応じて研究推進委員会が決定する。申請者数が助成予定件数を超える場合にも研究推進委員会での審議を経て採択する。

6. 申請期間
2019年5月7日（火）～2019年5月31日（金）
（※基盤研究（Ｓ）、基盤研究（Ｂ・Ｃ）（特設分野研究）及び挑戦的研究（萌芽・開拓）の応募者については、審査結果開示開始日から審査結果開示開始日の14日後まで、とする。）

7. 提出書類
（1） 科学研究費助成事業　再応募支援経費申請書
（2） 文部科学省又は独立行政法人日本学術振興会から開示される科学研究費助成事業の審査結果の写し
8. 提出方法
上記書類を下記担当宛にＥメールで送信するか、学内便で郵送または持参すること。

関東学院大学　研究推進課（フォーサイト7階）
9. 選考結果の通知
後日、申請者に通知する
以　上

【担当】

関東学院大学 研究推進課

〒236-8501

神奈川県横浜市金沢区六浦東1-50-1

kenkyu@kanto-gakuin.ac.jp

Tel:045-786-2464 / Fax:045-786-2932

（内線：61-4636、4637）

<お問合せ受付時間>平日9：00～16：00

学長 殿
科学研究費助成事業
再応募支援経費申請書
2019年　5月　　日

1. 申請者
	フリガナ
	

	氏名
	

	所属
	
	職 位
	

	連絡先
	(電話)
(ＦＡＸ)
(E-mail)


2. 2019年度 科研費応募課題
	研究種目
	

	研究課題名
	

	2019年度（初年度）

研究経費［応募額］
	円

	審査結果の順位
[該当するものに○]
	

Ａ

Ｂ

順位なし


3. 2020年度科研費採択に向けての取り組み、計画について

	


4. 科学研究費助成事業の審査結果の写し（独立行政法人日本学術振興会 科研費電子申請システム 利用）と併せてご提出ください。
